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試験開始の合図があるまで， この問題冊子の中を見てはいけません。

注

　

意

　

事

　

項

１。 物理の問題は問題１から問題４ま で，

の， 計２０ページです。

化学の問題は問題１から問題４まで

２。 物理の解答用紙もま 国 ， 化学の解答用紙は 国 ， 図 の， 計３枚です。

３。 物理か化学のどちらかを選択して， 解答しなさい。

４。 解答用紙の受験番号欄に受験番号を， 氏名欄に氏名を記入しなさい。

に
リ 解答は全て解答用紙の指定された枠内に記入しなさい。

枠外や裏面に記入してはいけません。

◇Ｍ２（１６８－－８）



鞠

問題 ｌ

以下の問題文を読んで ｆ

　

ｌ

　

騒～Ｌ
ｅ

　

９

　

醒の中に適切な式を書きなさい。 ま

た

　

且

　

ｍ

　

璽は適切な数値（根号や分数を含む）を書きなさい。

　

ｉ

置

　

ｉｉｉ

　

おま解答群から適切な記述を選び， その記号を書きなさい。

〔１〕 一般に， 距離γ〔ｍ〕を隔てて質量 雛，〔ｋｇ〕の物体とｚ’２２〔ｋｇ〕の物体が存在すると

　

き， この２つの物体の間には大きさ Ｇ廻遊盤〔Ｎ〕の引力がはたらく。 この力を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

γ
２

　

万有引力といい， 比例定数 Ｇ〔Ｎ◎ｍ２／ｋｇ２〕を万有引力定数という。

　　

地上にある物体が地球から受ける万有引力は， 地球の各部分から受ける万有引

　

力の合力で， これは地球の全質量が地球の中心（重心）に集まったときにおよぼす

　

万有引力と等しい。 今， 地球を球とみなし， その半径を尺〔ｍ〕， 質量を Ｍ〔ｋｇ〕と

　

すれば， 地表にある質量雛〔ｋｇ〕の物体が地球から受ける万有引力の大きさは

Ｇ Ｒ Ｍ 雛を用いると Ｌ Ｉ

　

醒〔Ｎ〕で地球の中心に向かう向きとなる。

　

また， 地上の物体には地球の自転による遠心力もはたらくが， この力は万有引

力に比べて小さいため

　

通常， 重力は万有引力に等しいと考えることができる。

したがって， 地表における重力加速度の大きさを９〔ｍ／ｓ２〕とする と 地表にあ

る 質 量徽 の物 体 に作用 する 重 力勿９〔Ｎ〕は勿９ニー １

　

聾〔Ｎ〕と表 せる。

こ の 関 係 式 か ら， 地 表 の 重 力 加 速 度 の 大 き さ９は， Ｇ

　

Ｍ，友を用 い て

『 逸

　

２

　

顕〔ｍ／ｓ２〕と表せる。

　

この物体を地表か ら高さ 顔ｍ〕ま で持ち 上 げた場 合 を考 える と

　

そ の

物体が地球か ら受 ける 万有 引力の大 きさ は Ｇ

　

Ｒ

　

Ｍ， 偽

　

れを用 いる と

　

３

　

璽〔Ｎ〕となる。 地表から高さぁでの重力加速度の大きさを９た麹／ｓ２〕と

すると Ｇ Ｍ，Ｒ，ぁを用いて９虎 コ

　

４

　

璽 ＠／…〕と表せ， さらにＲ れ ９

を用いて表すと９ん コ

　

５

　

閣 ＠／”〕と表せる。 すなわち， 地表から高さ

れ〔ｍ〕での重力加速度の大きさ９ねは， 地表での重力加速度の大きさ９と比べると

　

ｉ

　

醒ことがわかる。

－

　

１

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（１６８－９）



星

　

ｉ

　

劃の解答群

） 大 き い

　　　　　　　　

”） 小 さ い

　　　　　　　　

◎） 等 しい

－

　

２

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（１６８－ｌｏ）



〔ロ〕 地球の周りを回る質量姻 ｋｇ〕の人工衛星の運動を考える。 人工衛星は， 図１

　

のように地球の重心を中心として半径ね〔ｍ〕の円軌道を描いて， 速さり〔ｍ 〕で

　

等速円運動をしている。 ただし， 地球は密度が一様な半径尺〔ｍ〕の球で， 人工衛

　

星の大きさは無視できるとする。 また， 地球の自転， 公転， 月や太陽など他の物

　

体の影響， および人工衛星にはたらく空気抵抗は無視できるとする。

　　

一 般 に， 半 径 γ〔ｍ〕， 速 さ り〔ｍ 〕で円運動をする質量勿〔ｋｇ〕の物体にはたら

　

く向心力の大きさは 〆 仏
〔Ｎ〕と表せる。 したがって， 円運動をする人工衛星の

　　　　　　　　　　　　

　

　

向心力は地球から受ける万有引力に等しいとして， この円運動の運動方程式を

　

り よ っ ぃて解 けば， Ｇ， Ｍ， た を用 ぃてりに 乱

　

６

　

屋 匝／ｓ〕と表せる。 これ

　

をＲ， 地表での重力加速度９， た を用 いて書き換えるとり

　

７

　

＠／ｓ〕

　

と表せる。 この人工衛星が円軌道を一周する時間（公転周期）Ｔ〔ｓ〕は， 尺

　

９，

　

ね 円周率ガを用いるとｒ＝亙

　

８

　

馨〔ｓ〕となる。 このように， 人工衛星の円

　　　　　　

　

　　

　

　

軌道の半径偽が大きいほど， 速さり は

　　

１１

　　

こ と が わ か る。 ま た， 人 工 衛

　

星の円軌道の半径γ が大きいほど， 公転周期 “ 利

　

ｍ

　

醒ことがわかる。

唖

　

ｉｉ

　

川とＬ

　

ｉｉｉ

　

冨の解答群

） 大きい （イ） 小さい

－

　

３

　

－ ◇Ｍ２（１６８－１１）
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図１

　

次に， 人工衛星が地球の表面すれすれを落下せずに回る場合を考える。 ここで円軌

道の半径偽 を地球の半径尺と等しいと近似する。 この場合の人工衛星の速さを

りｏ〔ｍ 〕と す

　

る と， 地 表 で の 重 力 加 速 度 の 大 き

　

さ９と尺を 用

　

い

　

て

り。＝ Ｌ

　

９

　

国〔ｍ／ｓ〕と表せる。

　

一方， 地球の半径尺の６。６倍の半径で自転の向きに赤道上空を円運動する人工衛

星は， 公転周期ｒが地球の自転周期２４時間（キ８。６×１０４秒）と等しくなるため， 地

上からは人工衛星が止まったように見える。 そのような衛星は静止衛星と呼ばれ， 気

象観測や衛星放送などに利用されている。 静止衛星の円運動の速さをりＩ〔ｍ 〕とす

ると，りは りｏの Ｌ １ｏ

　

璽倍となる。

－

　

４

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（１６８－１２）



問題 Ｚ

以 下 の 問 題 文 を 読 ん で，

　　

１

　　

の 中 に 適 切 な 語 句 を 書 き，

　　

２

　　

～

　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ

　　　　　

の

　　

こ週

　　

よヱ

　　

，

　　　

５

　　　

の

　　

こ廻

　　

ま女

値を書きなさい。 なお， 重力加速度の大きさは９〔ｍ／ｓ２〕とし， 水面上にある空気の

質量の影響は無視できるものとする。 水は淡水とし， 水と塩水は混ざらず， 氷の融解

は考えないこととする。

流体中の物体は， それが排除している流体の重さに等しい大きさの力を受ける。 こ

の力を＝

　

１

　

醒という。 ここでは， 物体にはたらく題

　

Ｉ

　

Ｅ っいて考える。

〔１〕

　

図２－扇ご示すように， 底面積Ｓ〔ｍ２〕， 高さ封〔ｍ〕の直方体の氷を静かに水へ

　

入れた。 ここで， 水の密度をｐｗ〔ｋｇ／ｍ３〕， 氷の密度を 偽〔ｋｇ／ｍ３〕とし， ｐｉ＜ｐｗ

　

とする。 しばらくすると， 氷の上面は水面から高され，〔ｍ〕の位置で静止した。

　

このとき 氷にはたらく乱

　

１

　

璽の大きさは醒

　

２

　

醒〔Ｎ〕である。 一方，

　

氷にはたらく重力の大きさぞ遁 Ｌ ３

　

亜 困〕で あ る。 氷 に は た ら く

　

乱

　

１

　

璽と 馬 のつり合いより， 水面上に現れた氷の高さぁは， 鼠 Ｐ鞭 Ｐｉ

　

を 用 い て，

　

４

　

』〔ｍ〕と 表 さ れ る。 こ こ で， ｐ ＝ ｍｏｏｋｇ／訂，

　

ｐｉ＝９０ｏｋｇ／ｍ３とすると， ぁ・は 〃 の且

　

５

　

聾倍の高さとなる。

　　

次に， 図２－１の氷の上面に質量 雛〔ｋｇ〕のおもりを静かに置いたところ， 氷は

　

回転せずにそのまま沈み， 図２－２のように氷の上面は水面の位置で静止した。

　

この条件が成立する氷の高さＨは， 雛， ｓ ｐ形 ぬを用いて １

　

６

　

聯 ＠〕と

表される。

－

　

５

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（１６８冊１３）



〔亘〕 次に， 図２－３に示すような水と塩水が上下に層を成している液体中に， 前記

と同じ底面積Ｓ〔ｍ２〕， 高さ旦〔ｍ〕の直方体の氷を静かに入れた。 ここで， 水の

密度をｐｗ〔ｋｇ／ｍ‐
３〕， 塩水の密度をｐ 〔ｋｇ／ｍ３〕と し， ｐｗ〈ｐ とする。 しばらくす

ると， 氷の上面は水面から高さ虎２〔ｍ〕の位置で静止した。 氷の底面から水と塩

水の境界面までの高さが 夢 ｍ〕である場合， 氷の塩水中の部分が受もナる

撞乱雲溺愛ご墨もぎ集禦ぎ雀変電量，
１送籍

さむま 半 ｘ（乱

　

９

　

＝）〔Ｎ〕でぁる。 －方 氷 全体 犠 たらく重力の大きさは

前記 叫 等しく１ ３ 川〔Ｎ〕であ
だ
。この

『
が ら，水面上 翻 れる氷

の 高 さ ね２は， 鼠

　

ｐ形

　

ｐｓｙ

　

ｐｉを用いて，

　　

１０

　　

〔ｍ〕と表される。
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６

　

－ ◇Ｍ２（１６８－１４）



以キの問題糟キー寮耐三病毒寿ぎキ覆賂隆豊富）０

図３のように， 起電力がＥ〔Ｖ〕の内部抵抗を無視できる直流電源と， 抵抗値が

，〔盛〕， 尺２〔鎚〕， Ｒ３〔鎚〕， 尺４〔盛〕， γ〔鱈〕の電気抵抗からなる直流回路がある。 回路に

れる電流 為〔Ａ〕，／２〔Ａ〕，′３〔Ａ〕，／４〔Ａ〕，ヱ５〔Ａ〕は， 図に示す矢印の 向きを正 とす

。 ま た， 湾〔Ｖ〕， ｙ２〔Ｖ〕， ｙ３〔Ｖ〕， ｙ４〔Ｖ〕をそ れぞ れ 抵 抗 ＆， Ｒ２， Ｒ３， Ｒ４によ る

とする。

１〕 キ ル ヒ ホ ッ フ の 第１法 則 を 用 い る と， こ の 回 路 の 点ｃに お い て

ヱ５＝且

　

１

　

”〔Ａ〕， 点ｄにおいて／５ コ

　

２

　

腫 陸〕の関係が成り立つ。 ま

　

た， ｙ３， ｙ４をＲ，～尺４お よ びＺ，～／４か ら 適 切 な も の を 使 用 し て 表 す と

ｙ３ニー

　

３

　

醒 ｗ〕 ７４ ョ

　

４

　

腫〔ｖ〕となる。 次に， 図３に示す２つの閉

　

じた経路１および経路２についてキルヒホッフの第２法則を用いると， 経路１に

対してＥ＝且

　

ｉ

　

圃〔ｖ〕， 経路２に対してＥ

　

ｉｉ

　

霞 Ｗ〕が成り立つ。

ｎ〕

　

図３の回路に対して， 乱， Ｒ２， Ｒ３として正確な抵抗値が分かっている抵抗を

　

接続し， Ｒ４として抵抗値が未知の抵抗を接続したところ， 抵抗γによる電圧降

下がｏｖとなった。 このとき 蔭 とｖ４はＬ

　

ｎｉ

　

聾となる。 また， 図３の回路

がこの状態にあるときＲＩ～Ｒ４の間にはＲ４＝ Ｌ

　

５

　

冒 ＠〕が成り立つ。

且

　

ｉ

　

十

　

韮

　

ｉｉ

　

璽の解答群

） ▽，十 ｙ２

　　　　　　　

”） ｙ，十 ｙ３

　　　　　　　

６） ▽．十 ｙ４

匡） Ｖ２十 Ｖ３

　　　　　　　

団

　

Ｖ２＋ ｙ４

　　　　　　　

防） ｙ３十 ｙ４

Ｌｕｉ

　

璽の解答群

） ｙ３＞ ｙ４

　　　　　　　

”） ｙ３＝ Ｖ４

　　　　　　　

け） ｙ３＜ ｙ４

－

　

７

　

－ ◇Ｍ２（１６８－１５）
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問題 ４

』穿漂苛め超越幽晦憂欝己三ギ轟選ま
適切なグラフを描きなさい。

〔１〕

　

図４－１に示すように， なめらかに動くピストン付きのシリンダーに理想気体

　

を入れた。 このときの気体の圧力 はＰ，〔Ｐａ〕， 体積 は ｙ，〔ｍ
３〕， 温度は ｒ，〔Ｋ〕で

　

あった。 次に， 図４－２に示すよう に気体の温度を ｒ，に保ちながらピストンを

　

右からゆっくりと押して， ピストンを停止させた。 このとき， 気体の圧力は

　

Ｐ２〔Ｐａ〕， 体積は０．２坊〔ｍ３月ごなった。 ここで， ピス トンを押す前の状態１から

　

ピストンを押した後の状態２になるまでの間， 圧力Ｐと体積γの変化では， 次

　

の式が成り立つ。

星

　

１ トー定

　

このため，

　

２は

　

，を用いて表すと

　　

２

　　

〔Ｐａ〕となる。 状態１から状態２

　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　
へ

　

ノ馨

　　　

Ｐ－

　　　

フ フ

　

ぐ

　　　　

Ｌ

　　　　　　

よ

　

。 」 」 ぐ
，

　　　　　　　

ぐ

　

、

態１と状態２をそれぞれ黒丸（◎）で示した上で両者を線で結び， 黒丸の近くに状

態１または状態２と書きなさい。

図４－１

０。２ｙ，　

　　

　

　

図４－２

－

　

９

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（１６８－１７）
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〔ロ〕

　

１辺がＬ〔ｍ〕で体積がγ〔ｍ３〕の立方体の容器に～個の理想気体の分子を入れ

　

た。 ここで， 分子１つの質量を 徽〔ｋｇ〕， 速さをり〔ｍ／ｓ〕として， 分子は単原子分

　

子を仮定する。 分子は他の分子と衝突せずにいろいろな方向に等速直線運動をし

　

ており， 容器の壁面とは弾性衝突をして， 重力の影響は無視できるものとする。

　

分子の衝突で容器の壁が受ける圧力および分子の速さを調べてみよう。

　　

最初に， 容器中の１つの分子に着目する。 図４－３に示すように， この分子の

　

劣軸方向の速さをり〔ｍ／ｓ〕とする。 この場合，尤軸に垂直な右側の壁Ｓはこの分

　

子の衝突で大きさ２粥物〔Ｎ。ｓ〕の力積を受ける。 その衝突の周期は且ム〔ｓ〕のた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

りズ

　

め， １秒間むご 郵 むご１つの分子が衝突する回数は 青 回むごなる。 このため，

　

『〔ｓ〕の間に壁Ｓが１つの分子から受ける力積の合計は， 雑

　

物

　

乙，ｚを用いて表

　

すと，

　

４

　

』〔Ｎ◎ｓ〕となる。 ここで， 頁ｓ〕の間に壁Ｓが１つの分子から受け

　

る平均的な力の大きさを／耐〕とすると，万＝昌

　

４

　

劃が成り立っ。 このた

　

め，テはＬ

　

５

　

璽〔Ｎ〕となる。

　　

次に， 容器中の ～個の分子を考える。 り は分子により異なるため， Ｎ個の分

　

子の平均のり２をり２と表す。 このとき， 壁Ｓが～個の分子から受ける力の大き

　

さ 凪Ｎ〕は ～， 雛， 扉，Ｌを用ぃると， 且

　

６

　

＝〔Ｎ〕と表せる。 壁ｓの面積むま

　

だ〔ｍ２〕の た め， 壁Ｓが 受 け る 圧 力ゑ〔Ｐａ〕は， 対

　

粥， リメ， ｙを 用 い る と，

　　

Ｌ ７

　

』〔ｐａ〕となる。 分子は特定の方向むこ偏ることなく不規則に運動してい

　

るため， ～個の分子の速さの２乗の平均 〆 とり２との間には， 以下の式が成り

　

立 つ。

　

こ

　

の

　

た

　

め， 壁 Ｓ が 受

　

け

　

る

　

圧

　

力刀 は， Ｎ， 粥， り２， ｙ を

　

用

　

い

　

る

　

と，

且

　

８

　

劃〔ｐａ〕と表すことができる。 このことより， 巨視的な量である容器内

の圧力Ｐは容器内の分子数， 分子１つの質量， 分子の速さの２乗の平均， 容器

の体積で表せることがわかる。

－１１ －
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一方， 容器内の温度がＴ〔Ｋ〕のとき， 分子１個当たりの平均の運動エネルギー

１

　　

－

÷；…÷雛り２に関して， 以下の式が成り立つ。

ここで，た〔Ｊ／Ｋ〕はボルツマン定数である。 この式より， 分子の２乗平均速度

テは，雛ゑ ぜ を用いると， 劃宮 司 ＠／ｓ〕と表すことができる。 ここ

で， 分子１つの質量を４。７×１０－２６ｋｇ， ボルツマ ン定数を１。４×１０－２３１／Ｋ とし

て， 容器内の温度が２７℃（＝３００Ｋ）のときの分子の２乗平均速度 おすを求める

と， 豊 １０

　

璽ｍ／ｓとなるにの計算では， 署 』 朋， 厄 キ２。６の近似値

を使いなさい）。 このように分子の速さは大変速いことがわかる。

図４－３

－ １２

　

－
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化

問 題 １

　

次の文章を読んで 以下の各間ぃに答ぇなさぃ。

　　

（ａ） の異なる２種類の金属を電解液に浸して導線をっなぐと， Ｌ （ａ） 醒

　　　　　

Ｌ（ｂ） 亜

　　

Ｌ （ｃ） 霊

　

の大きい金属は

　　　　　　

されて

　　　　　

イオンとなって溶け出し， 生じた電子

は導線へ流れ出す。 このように， 導線へ電子が流れ出す電極を＆

　

媛） 極とい

　　　　　　

ｌ

　　　　　　　

ｉ

　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ （ｅ） 璽

　

う。 一方，

　

（ａ）

　

の小さな金属では， 流れ込んだ電子によって

　　　　　　

反応

が起こる。 このように， 導線から電子が流れ込む電極を韮 （ｆ） 璽極という。 ま

た 両電極間に生じるー （ｇ） 』を起電力という。 このような自発的な化学反応で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乱 （ｉ） 雷

　

ある

　

（ゆ

　　

反応を利用 して電気エネルギーを取り出す装置を

　　　　　

とい

　

つ。

　

これに対し， Ｌ（ｉ） 劃などの直流電源の電気エネルギーを使って鼠

　

値） 暫反

応させる且 （ｉ） 冨においては， 陰極では電子を受け取る担 （ｅ） 璽反応が起こ

り， 陽極では電子を放出す 可

　

◎

　

璽反応が起こる。

問１

　

文章の空欄（ａ）～（ｊ）に入る適切な語句を記入して， 文章を完成させなさい。

問２

　

以下の金属の中で乱 （ａ） 璽の最も大きい金属と最も小さい金属の元素記号

を書きなさい。

スズ， カリウム， 亜鉛， 銀， マグネシウム， 銅， 白金， アルミニウム，

金， 鉄

問３

　

下記の文章中のように， 酸化物などの融解物を電気分解して金属の単体を得

　

る方法は何と呼ばれるか書きなさい。 また， アルミナの化学式を書きなさい。

　

ボーキサイトと呼ばれる鉱石を精製してアルミナが得られる。 融解した氷晶

石にアルミナを溶解させ， 炭素電極を用いて電気分解することでアルミニウム

が製造される。

　　　　　　　　　　　　　

－ １３

　

－
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問題 ２

　

次の文章を読んで， 以下の各問いに答えなさい。

物質を水に溶かしたときにイオンに分かれることを乱 （ａ） 襲といい， 塩化ナト

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ （ｂ） 襲リウムのように水に溶けたときにイオンに分かれる物質を

　　　　　

という。

亙

　

◎

　

圃にはほぼ完全にＬ（ａ）』する乱 （Ｃ） 劃と一部だけが亜 （ａ） し，

　　　　　　　　　　

風 （ｄ） 冒残りの大部分は分子のままで存在する

　　　　　　

がある。

溶媒として用いられる水もわずかではあるが ヰ （ａ） 彊している。

日２０ ；÷± 日＋ ＋ ０日－

水の且 （ａ） 醒平衡では， 平衡定数 爵ま次のように表される。

Ｋ ＝
［Ｈ＋］［ＯＨ－］

　　　

旧２０］

水はわずかしか乱 （ａ） 璽していないので， 水の濃度［Ｈ２Ｏ］は常に一定とみな

せる。 したがって， 水素イオン濃度［Ｈ＋］と水酸化物イオン濃度［ＯＨ－］の積も一定

になる。 これを水の且 （ｅ） 』 といい， Ｋｗで表す。

ＫＷ ＝ ×［Ｈ２０］ ＝ ［Ｈ＋］［ＯＨ－］

Ｋｗの値は２５℃ で星 （ｆ） 彊（翻ｖＬ）２でぁる。

Ｋｗ＝［淵＋］［ＯＨ－］の関係は純粋な水だけでなく酸や塩基の水溶液でも成り立

ち， 温度が変わらなければＫｗは常に一定である。 例えば， 酸を水に溶かすと

［Ｈ＋］が増加し，［ＯＨ‐霞ま乱 （ｇ） 』する。

水溶液の酸性◎ 塩基性の度合いを表す指標としてｐＨが次の式で定義されてい

る。

ＰＨ （帥

　

』

純粋な水のｐ川 塾 （ｉ） 霞でぁり， これは水素イオン濃度が１ （ｉ） 璽翻１／Ｌ

であることを意味する。

また 酸や塩基のうち， 弱酸や弱塩基もＬ （ｄ） ＝であり， 一部が止 （ａ） 璽す

ることで水溶液の酸性の塩基性の度合いを決定している。

－ １５

　

－
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弱酸の一つである酢酸の韮 （ａ） 璽定数Ｋ は

腐も＝
［Ｃ日３ＣＯＯ－］［日＋］

　　　　

［Ｃ日３ＣＯＯＨ］

と表される。

　

酢酸のＫ を次のような実験で求めた。 酢酸の初濃度０。１ｏｍｏｌ／Ｌの水溶液を準

備して２５℃ に保ち， ＰＨ をｐＨ メーターで測定したところ， ①ｐＨ ＝２。９という値

が得られた。 このとき
②
水素イオン濃度は酢酸のＬ（ａ） に よって生じた水素イ

オンによって決まっていると考えてよい。 したがって， 酢酸の Ｋ“を求めることが

できる。

問１

　

空欄の（ａ）～（ｅ）および＠）に入る適当な語句を答えなさい。

問２

　

空欄の（ｆ），（ｉ），（ｊ）に入る数値を答えなさい。

問 ３

　

空欄の値）に入る式を答えなさい。

問 ４

　

下線部①のｐＨを示す水素イオン濃度を答えなさい。

問 ５

　

下線部②より， 酢酸イオン濃度はいくらか答えなさい。

問 ６

　

問４， 問５の値から酢酸の Ｘ“を求めなさい。

問 ７

　

酢酸の初濃度Ｌ０ｍｏｌ／Ｌの水溶液１。ＯＬに０。５０ｍｏｌの水酸化ナトリウムを

　

溶解した。 この溶液のｐＨはいくらになるか答えなさい。

－１６ －
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問題 ３

　

図に示すょぅに， 容積３。ｏＬの容器１と２。ＯＬの容器２をバルブで連結し

　

た。 最初はすべてのバルブが閉じた状態である。 下記の各問いに答えなさい。 ただ

　

し， 気体Ａおよび気体Ｂは理想気体とする。 また， 操作の途中で容器の容積変化

　

はないものとする。

　　

なお， 必要であれば， 次の値を用いなさい。

　　　

気体定数：Ｒ＝８。３ × １０３ＰかＬ八ｍｏｌ◎Ｋ）

　　

原子量；Ｈ ＝ １。Ｑ

　

Ｏ ＝ １６

容 器 １

　　　　　　　　　　

容 器 ２

３。ＯＬ

　　　　　　　　　　　　　

２。ＯＬ

問 １

　

容器１に圧力４。０×１０５Ｐａの気体Ａ が封入されている。 容器２は真空であ

　

る。 温度を保ったまま， 中央のバルブを開いた。 このとき， 容器内の圧力

　　

〔Ｐａ〕を有効数字２桁で答えなさい。

問 ２

　

容器 目も 温度ｏｏＣ， 圧力４。０×１０５Ｐａの気体 Ｂが封入されている。 容器

　　

煽ご多孔質の固体を入れ， 容器を真空にした。 温度をｏｏＣに保ったまま中央

　

のバルブを開くと， 気体Ｂの一部が多孔質固体の表面と結合し， 圧力が

　　

Ｌ５ × ｌｏｂｐａとなった。 このとき容器内で気体として存在しているＢの物質

　

量〔ｍｏ１

　

および多孔質固体の表面と結合したＢの物質量〔ｍｏｌ〕を有効数字２

　

桁で答えなさい。 ただし， 多孔質固体の体積は容器２の体積と比較して無視で

　

きるほど小さいとする。

－ １７

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（１６８－２５）



問 ３

　

下記の文章の空欄（ａ），（ｂ）に入る適当な語句を答えなさい。

　　

単位時間当たりに蒸発する水分子と凝縮する水分子の数が等しくなり， 見か

　

け上蒸発も凝縮も止まったように見える状態のことをＬ 同

　

躍という。

　

Ｌ（ａ） 風

　　　　　　

の状態になる と 溶液内の圧力は液体の量や容器の体積に関係せ

　

ず， 一定の値をとる。 このときの圧力のことを璽

　

◎

　

劃という。

問 ４

　

容器２に温度１２０ｏＣ の水蒸気が， Ｌ５×１０５Ｐａの圧力で封入されている。

　　

この温度と圧力では， 液体の水は存在していない。 その後， 温度をｌｏｏｏＣ に

　　

下げたとき， 容器内に液体の水が生成していた。１ｏｏｏＣに下げた容器２中の水

　

蒸気の圧力〔Ｐａ〕を有効数字２桁で答えなさい。 また， 容器内に生成した液体

　　

の水の質量〔ｇ〕を有効数字２桁で答えなさい。 ただし， 液体の体積は水蒸気の

　

体積と比較して無視できるほど小さいとする。

－１８
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問題 ４

　

次の文章（１）と（２）を読んで， 以下の各間ぃに答ぇなさぃ。 ただし， 原子量

　

は， Ｈ ＝ １。Ｑ

　

Ｃ ＝ １２， ０ ＝ １６， ＣＩ＝３５。５とする。 また， 構造式は例にならって

　

記しなさい。

（例）

　　　　

ＯＨ

日３Ｃ－とＨ 雪
一

　　　　　

／
Ｃ＝Ｃ

＼

　　　　　　　

Ｈ

　　　　

Ｃ一Ｃ日３

　　　　　　

　
　

（１） 炭素原子を骨格として組み立てられている化合物を亜 （ａ） 題化合物という。

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　

　

炭素原子は

　

（ｂ）

　

価の原子価を持ち， 炭素原子同士が安定な

　

（Ｃ）

　

結合

をつくるため， 鎖状構造と乱 （ｄ） 賢構造などさまざまな形の分子を作ることが

出来る。

炭素と水素からできてい
き

（ａ） 化合物
宅増

水
ず
という。そのうち鎖

状のものを鎖式炭化水素，

　　　　　　

のものを

　　　　　

炭化水素という。 鎖式

炭化水素のうち， 且 （ｆ）』 炭化水素はアルカンといい， 風

　

◎

　

覇炭化水素で

二重結合を１つ含むものを Ｌ 値） 』， 三重結合を１つ含むものをＬ （ｉ） ＝と

いう。

メタノール， エタノールや１－プロパノールの中のヒドロキシ基のように化合

物の特性を示す原子団を且 （ｉ） 』基とぃう。

問１

　

文中の（ａ）～（ｊ）に適切な語句または数値を記入しなさい。

問２

　

１－プロパノール１２０ｇが完全燃焼したときに生成する水の質量を求めなさ

　　

い。

－１９－ ◇Ｍ２（１６８－２７）



（２） 炭素， 水素からなる化合物Ａ（分子量２６）に塩化水素を付加させると， 化合物

Ｂが生成した。 化合物Ｂを付加重合させたところ， 高分子化合物Ｃが生成し

　

た。

　　

化合物Ａを赤熱した鉄；蝕 れさせると３分子ずっ結合して Ｌ（ｅ） 鶴化合物

Ｄが生成した。

問３

　

化合物Ａの構造式を書きなさい。

問４

　

化合物Ｂの構造式を書きなさい。

問５

　

化合物Ａ５２ｇがすべて化合物Ｂに変化した時， 塩化水素は少なくとも何

　

ｇ必要か答えなさい。

問

　

６

　

高分子化合物Ｃの名称を書きなさい。

問７

　

化合物Ｄの構造式を書きなさい。

－

　

２０

　

－
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